
　

青
翔
開
智
中
学
校
・
高
校
は
、「
探
究
」「
共

成
」「
飛
躍
」を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
し
た
教
育
方
針

を
掲
げ
て
２
０
１
４
年
に
開
校
し
た
、生
徒
総

数
２
０
０
人
の
小
さ
な
学
校
だ（
図
１
）。そ
の

経
営
母
体
は
、「
生
徒
一
人
ひ
と
り
を
大
切
に
」

を
モ
ッ
ト
ー
と
し
、「
公
共
性
・
独
自
性
・
永
続

性
」を
経
営
の
柱
と
す
る
学
校
法
人
鶏
鳴
学

園
。「
地
元
に
私
立
の
予
備
校
が
な
く
都
会
に

出
ざ
る
を
え
な
い
状
況
を
な
ん
と
か
し
た
い
」

と
予
備
校
を
設
立
し
、「
県
内
の
不
登
校
者
数

の
多
さ
を
放
置
で
き
な
い
」と
不
登
校
経
験
者

の
た
め
の
全
日
型
通
信
制
高
校
を
開
校
す
る

な
ど
、使
命
感
を
も
っ
て
幅
広
い
種
類
の
学
校

運
営
に
あ
た
っ
て
き
た
。

　

青
翔
開
智
中
学
校
・
高
校
設
立
に
あ
た
っ
て
、

学
校
法
人
理
事
長
で
あ
り
同
校
校
長
を
務
め

る
横
井
司
朗
先
生
が
目
指
し
た
の
は
、「
生
徒

そ
れ
ぞ
れ
が
や
り
た
い
こ
と
を
や
れ
る
学
校
」

だ
。

 

「『
個
性
の
尊
重
』を
掲
げ
る
学
校
で
も
、『
集

団
』が
優
先
さ
れ
、み
ん
な
同
じ
よ
う
に
行
動

す
る
こ
と
を
良
し
と
す
る
場
合
が
少
な
く
あ

り
ま
せ
ん
。
そ
ん
な
学
校
生
活
に
馴
染
め
ず
、

学
習
に
躓
い
た
り
、不
登
校
に
な
っ
て
し
ま
っ
た

生
徒
た
ち
を
、こ
れ
ま
で
塾
や
通
信
制
高
校
の

運
営
の
な
か
で
た
く
さ
ん
見
て
き
ま
し
た
。
そ

ん
な
生
徒
も
、や
り
た
い
こ
と
を
の
び
の
び
で

き
る
学
校
に
し
た
い
と
考
え
ま
し
た
」（
横
井
校

長
）

　

開
校
当
初
、同
校
に
は
校
則
す
ら
な
か
っ
た
。

学
校
側
が
す
べ
て
を
用
意
し
て
押
し
付
け
る

生
徒
と
共
に
創
っ
て
き
た

真
の
個
性
尊
重
を
目
指
す
学
校

図
書
と
Ｉ
Ｃ
Ｔ
に
よ
る
探
究
型
学
習
で

主
体
的
な
課
題
解
決
力
を
育
成

の
で
は
な
く
、生
徒
と
共
に
学
校
を
創
っ
て
い

き
た
い
と
考
え
た
か
ら
だ
。
校
則
は
第
一
期
生

徒
会
に
よ
っ
て
い
っ
た
ん
制
定
さ
れ
た
が
、そ
の

後「
も
っ
と
青
開
ら
し
い
も
の
を
」と
声
が
あ
が

り
、い
ま
だ
議
論
が
続
い
て
い
る
。
ク
ラ
ブ
活
動

は
生
徒
が
教
員
全
員
に
対
し
て
プ
レ
ゼ
ン
を
行

い
、4
分
の
3
以
上
の
賛
同
を
得
る
こ
と
で
創

部
さ
れ
る
。現
在
ま
で
に
13
の
ク
ラ
ブ・
サ
ー
ク

ル
が
立
ち
上
が
っ
た
。
修
学
旅
行
の
内
容
も
生

徒
が
考
え
る
が
、生
徒
の
希
望
を
尊
重
し
て
あ

え
て
一
本
化
せ
ず
、グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
実
施

し
た
年
も
あ
る
。こ
の
ほ
か
、学
園
祭
、宿
泊
研

修
、入
学
式
や
卒
業
式
な
ど
の
学
校
行
事
は
、

生
徒
会
や
生
徒
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
グ
ル
ー
プ
が

中
心
に
な
っ
て
創
っ
て
き
た
。

　

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
お
け
る
最
大
の
特
色
は

「
探
究
型
学
習
」だ
。
入
学
時
か
ら
高
校
２
年

ま
で
、総
合
的
な
学
習
の
時
間
を
使
っ
た
科
目

「
探
究
基
礎
」を
設
置（
各
２
単
位
）。「
あ
ら
か

じ
め
用
意
さ
れ
た
答
え
」の
な
い
課
題
に
取
り

組
む
探
究
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

 

「
中
学
か
ら
預
か
る
子
ど
も
た
ち
が
大
学
卒

業
後
、社
会
に
出
る
の
は
10
年
後
で
す
。
グ
ロ

ー
バ
ル
化
や
ロ
ボ
ッ
ト
・
Ａ
Ｉ
の
進
化
に
よ
っ
て
、

人
の
仕
事
内
容
や
働
き
方
は
大
き
く
変
わ
っ

て
い
る
で
し
ょ
う
。そ
ん
な
未
来
を
見
据
え
、自

分
で
課
題
発
見
し
て
解
決
し
て
い
く
人
を
育

て
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」（
横
井
校
長
）

　

探
究
型
学
習
を
実
践
す
る
う
え
で
重
要
な

ツ
ー
ル
と
な
る
図
書
と
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
充
実
に
は
、

校
舎
設
計
段
階
か
ら
力
を
入
れ
て
き
た
。「
図

青翔開智中学校・高校を訪れ、まず目を奪われるのは、ユニークな校舎や最先端のＩＣＴ設備です。
しかし、同校の本質はそこではなく、ハード環境によって効果的に実践している教育の中身にあります。
その柱にあるのは同校オリジナルの探究型学習。生徒の進路にも確実に結びついています。

取材・文／藤崎雅子

先進校に学ぶキャリア教育の実践

クリエイティブな発想力を重視した
独自の探究型学習を軸に進路を切り拓く

青翔開智中学校・高校
（鳥取・私立）

探究型学習　 ＩＣＴ環境　 図書館　 デザイン思考　 課題解決型職場体験　 予備校連携
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校舎の中央に位置する吹き抜
けの「ラーニングセンター」。グ
ループワーク、インターネット会
議、読書、自習、生徒集会など
幅広く活用。

グループでブレストや議論を
行うための小ゼミ室が４つあ
る。壁全面をホワイトボードに
している部屋も。

「ラーニングセンタ
ー」には、パソコン
やiPadを接続して
大画面に映せる家
具「メディアスケー
プ」を設置。

探究

好奇心＋情熱

興味や問題点を自ら発見し、自発
的・主体的に行動し、解決できる
生徒を育成する。

共成

協調＋自律

自主自律の基、他者を重んじる人
間を育成し、将来、日本のみならず
世界の各界で活躍できる生徒を
育成する。

飛躍

挑戦＋継続

「何を学びたいか」を大切に、探究
型学習で鍛えた好奇心と情熱を自
分の進路実現へと結びつけ、自ら
進路選択できる生徒を育成する。

■ 探究型学習で
 興味・関心を深める
■ 一人一台のiPadを
 教育ツールに活用
■ ラーニングセンターを
 校舎の中心に配置
■ 大学連携による最先端の学び

■ 少人数クラス編成
■ グループワークや対話式授業
による協働的な学び

■ 生徒主体の学校行事づくり
■ 地域活動への参加、
 異学年交流

■ 予備校連携の
 大学入試対策授業
■ 難関大学突破カリキュラム
■ グローバルキャリアプランニング
■ 海外進学サポート

①テーマ設定 ②情報収集 ③情報分析

⑥評価 ⑤プレゼン ④論文執筆

※１：①人々に共感することからニーズを知る、②問題点の定義、③アイデア創造、④プロトタイプ作成、⑤テスト の
プロセスを繰り返すことで、ニーズに合った商品・サービスを生み出す技法

デ
ザ
イ
ン
思
考
を
導
入
し

ア
イ
デ
ア
発
想
に
重
点

2014年設立／普通科
生徒数87人（男子39人・女子48人）※高校のみ
進路状況（2017年３月実績）
大学７人・短大１人・その他６人
鳥取県鳥取市国府町新通り3-301-2

 0857-30-5541
 http://seishokaichi.jp/

鳥取県東部で初の中高一貫校として2014年に開校。カリキュラムの最大の特色は、「あら
かじめ用意された答え」のない問題に取り組む科目「探究基礎」。そのほか、学校全体が図
書館のような校舎、先進的なＩＣＴ設備、１クラス20人前後の少人数教育、英語４技能を鍛
えるプログラム、予備校連携による大学入試対策授業などの特徴をもつ。

行
事
な
ど
、あ
ら
ゆ
る
学
校
生
活
の
な
か
で
特

別
に
意
識
せ
ず
当
た
り
前
の
よ
う
に
使
わ
れ
て

い
る
と
い
う
。

 

「
探
究
基
礎
」の
プ
ロ
グ
ラ
ム
設
計
に
あ
た
っ

て
は
、当
初
、「
堀
川
の
奇
跡
」で
知
ら
れ
る
京

都
市
立
堀
川
高
校
の
よ
う
な
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な

内
容
が
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
た
。
し
か
し
実
際
に
展

開
し
て
み
る
と
、同
校
の
実
態
に
そ
ぐ
わ
な
い

面
も
見
え
て
き
た
と
い
う
。

　

そ
こ
で
、２
年
目
以
降
は
デ
ザ
イ
ン
思
考

（
※
１
）を
取
り
入
れ
、プ
ロ
グ
ラ
ム
の
序
盤
は

ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
な
方
向
に
軌
道
修
正
し
た
。

デ
ザ
イ
ン
思
考
の
ア
プ
ロ
ー
チ
で
は
、現
場
で
ユ

ー
ザ
ー
観
察
や
体
験
を
行
い
、発
想
を
豊
か
に

広
げ
て
い
く
。
問
題
の
所
在
が
明
ら
か
で
な
い

タ
ー
は
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
の
拠
点
で
も
あ
り
、グ
ル
ー

プ
ワ
ー
ク
用
に
開
発
さ
れ
た
大
き
な
モ
ニ
タ
ー

付
き
の
高
機
能
家
具
も
設
置
し
て
い
る
。生
徒

は
１
人
１
台
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
も
ち
、キ
ー
ボ

ー
ド
入
力
が
必
要
な
場
合
は
学
校
共
有
の
ク

ロ
ー
ム
ブ
ッ
ク
も
使
用
可
能
だ
。

　

同
校
は
探
究
の
基
本
プ
ロ
セ
ス
と
し
て
6
つ

の
ス
テ
ッ
プ
を
設
定
し
て
い
る
が（
図
２
）、そ
の

全
ス
テ
ッ
プ
に
お
い
て
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
て
い
る
。

例
え
ば
、「
テ
ー
マ
設
定
」で
は
付
箋
ア
プ
リ
を

使
っ
て
ア
イ
デ
ア
マ
ッ
プ
を
構
築
し
、「
情
報
分

析
」で
は
表
計
算
ア
プ
リ
に
よ
る
ア
ン
ケ
ー
ト

集
計
・
解
析
や
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
ー
ビ
ス
に
よ
る
情
報

分
析
を
行
い
、「
評
価
」で
は
オ
ン
ラ
イ
ン
ア
ン

ケ
ー
ト
機
能
を
使
っ
て
発
表
や
論
文
の
評
価

を
生
徒
全
員
か
ら
収
集
す
る
と
い
っ
た
具
合
だ
。

　

こ
れ
ら
の
施
設
・
設
備
は
、「
探
究
基
礎
」の

み
な
ら
ず
他
教
科
の
授
業
や
部
活
動
、学
校

書
館
の
中
に
あ
る
学
校
」と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト

の
校
舎
に
は
、ラ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
を
中
心
と

し
て
至
る
と
こ
ろ
に
書
棚
を
設
置
し
、必
要
な

図
書
資
料
に
出
会
い
や
す
い
環
境
を
創
出
。
昨

年
度
の
生
徒
1
人
あ
た
り
貸
出
冊
数
は
中
学

校
で
22
・
7
冊
、高
校
で
14
・
3
冊
と
、実
際
に

生
徒
は
多
く
の
図
書
に
触
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
に
つ
い
て
は
、全
館

W
i-

F
i
環
境
を
整
備
し
、全
教
室
に
短
焦

点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
を
配
備
。
ラ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン

図1 青翔開智の教育方針

図2 青翔開智の「探究基礎」6つのステップ
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中1 中2 中3 高1 高2

パーソナル
探究クリエイティブ探究 アカデミック探究 修了論文IDEA

Camp

※２：アドビ システムズ株式会社「Gen Z in the Classroom: Creating the Future」より

※上記は主な取り組み。高校入学者は2年間に圧縮して実施

● IDEA Camp（新入生）
デザイン思考を鍛
えるための２日間の
デイキャンプを実施。
「２０年後の学校と
は？」「２０年後の家
庭とは？」などにつ
いて、１日目はデザ
イン思考を使ったワ
ークショップを行い、
２日目は専門家を
前にプレゼンする。

鳥取市内の企業を訪問し、仕事体験、社
長や従業員へのインタビュー、ユーザー行
動観察なども行い、デザイン思考を使って
その企業の課題解決に取り組む。

● プランニング講座（中１）
デザイン思考を使
って「鳥取市に魅
力的な〇〇を創ろ
う」にチームで取り
組む。「〇〇」は毎
年異なり、2016
年度は「カフェ」、
2017年は「美術
館」をテーマに取
り組んでいる。

● ディベート講座
 （中２後期）
2016年は「鳥取県に山陽
新幹線を開通すべきか」、
2017年は「鳥取県に美術
館を開館すべきか」をテー
マにディベートを行い、クリ
ティカルシンキングを育成。

● 個人研究（高２）
「探究基礎」の集大成として、各自がテーマを設定し
て論文を作成し、発表も行う。論文集は製本される。

● 課題解決型職場体験（中２前期） ● 社会課題解決ゼミ（中３後期）
今年度は「ＳＤＧｓ」を切り口として鳥取の社
会問題に取り組んでいる。カードゲームやブ
ロックを使った表現活動などのワークショッ
プを行った後、ゼミに分かれて活動する。

データの取り方・
見方を学ぶ。校外
に出て集めたデー
タを地図上に示す
ことで地元の課題
を見つけるなど、
数字を使って論
理的に考える。

● データ
 サイエンス
 入門
 （中３前期）

場
合
に
も
、０
か
ら
１
を
生
み
出
す
よ
う
な
画

期
的
・
革
新
的
な
も
の
・
サ
ー
ビ
ス
の
創
造
に

有
効
と
さ
れ
、ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
な
仕
事
の
現

場
で
注
目
さ
れ
て
い
る
。

　

開
校
準
備
か
ら
関
わ
っ
て
き
た
副
校
長
の
織

田
澤
博
樹
先
生
は
、エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
業

界
で
テ
ー
マ
パ
ー
ク
や
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
を
行
っ

て
い
た
前
職
の
経
験
か
ら
、ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
な

力
を
発
揮
す
る
価
値
や
楽
し
さ
を
知
っ
て
い
る
。

 

「
あ
る
調
査
で
は
、自
ら
を
『
創
造
的
』と
思

う
日
本
の
12
〜
18
歳
は
わ
ず
か
８
％
と
、米
国
、

英
国
、オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、ド
イ
ツ
の
平
均
44
％

に
比
べ
著
し
く
低
い
結
果
で
し
た（
※
２
）。
創

造
的
思
考
は
生
ま
れ
つ
き
の
才
能
に
よ
る
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
自
分
自
身
も
後
天
的
に

身
に
付
け
、そ
れ
に
よ
っ
て
仕
事
を
充
実
し
た

も
の
に
し
て
き
ま
し
た
。
生
徒
に
も
ぜ
ひ
そ
の

楽
し
さ
を
伝
え
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」（
織
田

澤
副
校
長
）

　

こ
う
し
た
経
緯
を
た
ど
っ
て
、現
在
の
「
探

究
基
礎
」に
は
、「
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
探
究
」「
ア

カ
デ
ミ
ッ
ク
探
究
」「
パ
ー
ソ
ナ
ル
探
究
」の
３
つ

の
フ
ェ
ー
ズ
が
あ
る
（
図
３
）。
こ
れ
を
中
学
入

学
者
は
５
年
間
で
取
り
組
む
が
、高
校
入
学
者

は
２
年
間
に
圧
縮
し
て
行
う
。
具
体
的
に
ど
ん

な
こ
と
を
行
っ
て
い
る
の
か
、中
学
入
学
者
の

ケ
ー
ス
を
追
っ
て
み
よ
う
。

　

最
初
の
フ
ェ
ー
ズ
で
あ
る「
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ

探
究
」（
中
学
１
〜
２
年
）は
、デ
ザ
イ
ン
思
考

を
使
っ
た
２
日
間
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ「ID

E
A
 

C
am
p

」か
ら
始
ま
る
。
そ
の
上
で
、デ
ザ
イ
ン

思
考
の
手
法
を
駆
使
し
て
主
に
２
つ
の
講
座

に
取
り
組
む
。

　

１
つ
め
の
「
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
講
座
」で
は
、地

元
に
新
し
い
何
か
を
ゼ
ロ
か
ら
創
る
グ
ル
ー
プ

活
動
を
行
う
。
16
年
度
の
テ
ー
マ
は「
鳥
取
市

に
魅
力
的
な
カ
フ
ェ
を
創
ろ
う
」。実
際
に
カ
フ

ェ
に
足
を
運
び
行
動
観
察
す
る
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ

ー
ク
、ブ
レ
イ
ン
ス
ト
ー
ミ
ン
グ
に
よ
る
企
画
出

し
、図
書
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
情
報
収

集
な
ど
を
通
し
て
企
画
立
案
し
、そ
の
内
容
を

コ
ン
テ
ス
ト
形
式
で
競
う
。優
勝
グ
ル
ー
プ
の
プ

ラ
ン
は
、地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ペ
ー
ス
で
1
日

カ
フ
ェ
と
し
て
実
現
さ
せ
た
。

　

２
つ
め
の「
課
題
解
決
型
職
場
体
験
」は
職

場
体
験
学
習
の
発
展
形
と
い
え
る
。
市
内
の

企
業
を
訪
問
し
て
仕
事
を
体
験
す
る
だ
け
で

な
く
、働
く
人
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
や
職
場
の
観

察
も
行
い
、そ
の
企
業
の
課
題
を
見
つ
け
解
決

策
を
提
案
す
る
。

　

例
え
ば
、昨
年
、雑
貨
店
で
職
場
体
験
し
た

グ
ル
ー
プ
は
、来
店
客
を
観
察
す
る
な
か
で
隣

接
す
る
書
店
の
袋
を
持
つ
お
客
さ
ん
の
多
さ

に
気
づ
い
た
。「
こ
の
店
は
書
店
の
つ
い
で
に
立

ち
寄
る
客
が
多
い
の
で
は
な
い
か
」と
考
え
、後

日
に
保
護
者
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
、

仮
説
が
間
違
い
で
な
か
っ
た
こ
と
が
判
明
。
そ

の
特
徴
を
生
か
し
た
集
客
策
と
し
て
、「
ブ
ッ
ク

カ
バ
ー
の
販
売
」や「
書
店
の
レ
シ
ー
ト
を
持
参

す
る
と
ド
リ
ン
ク
が
も
ら
え
る
サ
ー
ビ
ス
」な
ど

を
雑
貨
店
経
営
者
に
提
案
し
た
。

 

「
探
究
型
学
習
に
お
い
て
教
員
の
役
割
は
応

援
と
進
捗
管
理
ぐ
ら
い
で
す
。
生
徒
の
ア
イ
デ

ア
に
対
し
て
、『
な
ぜ
そ
う
思
う
の
？
』な
ど
の

問
い
は
投
げ
か
け
ま
す
が
、『
こ
う
し
な
さ
い
』と

職
場
体
験
で
企
業
の
課
題
を
見
つ
け

解
決
策
の
提
案
ま
で
行
う

図3 「探究基礎」ロードマップ（中高一貫のケース）
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い
っ
た
指
示
は
し
ま
せ
ん
。
そ
れ
を
や
っ
て
し
ま

う
と
、ア
イ
デ
ア
が
生
徒
自
身
の
も
の
で
は
な

く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
か
ら
」（
織
田
澤
副
校

長
）

　

デ
ザ
イ
ン
思
考
を
取
り
入
れ
た
こ
と
は
、生

徒
の
発
想
や
プ
レ
ゼ
ン
の
ス
キ
ル
向
上
に
大
き

く
寄
与
し
た
。
し
か
し
、「
真
に
や
り
た
い
と
思

え
る
自
分
自
身
の
テ
ー
マ
を
見
つ
け
る
こ
と
は
、

デ
ザ
イ
ン
思
考
だ
け
で
は
で
き
な
い
」と
織
田

澤
副
校
長
。
そ
こ
で
生
き
て
く
る
の
が
、次
か

ら
の
フ
ェ
ー
ズ
だ
。
広
く
社
会
に
目
を
向
け
さ

せ
、生
徒
個
人
の
興
味
・
関
心
を
問
う
内
容
に

入
っ
て
い
く
。

　

次
の
フ
ェ
ー
ズ
、「
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
探
究
」（
中

学
３
年
〜
高
校
１
年
）で
は
、ま
ず
「
デ
ー
タ
サ

イ
エ
ン
ス
入
門
」で
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
絡
め

な
が
ら
デ
ー
タ
の
取
り
方
と
見
方
を
学
び
、論

理
的
な
思
考
力
を
鍛
え
る
。

　

そ
し
て
、「
社
会
課
題
解
決
ゼ
ミ
」で
は
、「
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
」（
国
連
が
設
定
す
る
持
続
可
能
な
開

発
目
標
）の
17
項
目
か
ら
生
徒
が
そ
れ
ぞ
れ
興

味
を
も
っ
た
テ
ー
マ
別
に
活
動
す
る
。今
年
度
は

「
飢
餓
」「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
」「
平
和
」な
ど
６
つ
の
ゼ

ミ
が
発
足
。
ゼ
ミ
ご
と
に
内
容
や
範
囲
を
徐
々

に
広
げ
て
い
き
、鳥
取
か
ら
日
本
、最
終
的
に

は
世
界
の
課
題
に
つ
い
て
考
え
る
。

　

最
終
フ
ェ
ー
ズ
で
あ
る
「
パ
ー
ソ
ナ
ル
探
究
」

（
高
校
２
年
）で
は
、本
格
的
な
論
文
執
筆
に
取

り
組
む
。
各
自
が
や
り
た
い
研
究
や
解
決
し
た

い
課
題
を
設
定
し
た
テ
ー
マ
に
は
、「
鳥
取
市
庁

舎
整
備
問
題
が
混
迷
し
た
原
因
は
ど
こ
に
あ

る
の
か
」「
植
物
を
育
て
る
光
は
、L
E
D
と
太

陽
光
の
ど
ち
ら
が
効
率
が
い
い
の
か
」な
ど
具

体
的
な
問
い
が
目
立
つ
。図
書
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
の
調
査
の
ほ
か
、S
k
y
p
e
な
ど
を
使
っ

て
遠
方
の
専
門
家
か
ら
話
を
聞
い
た
り
、現
場

に
出
向
い
て
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
行
っ
た
り
し

て
テ
ー
マ
を
深
め
、１
万
字
程
度
の
修
了
論
文

を
執
筆
。
全
校
規
模
で
実
施
す
る
発
表
会
、

「
青
開
学
会
」で
も
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行

う
。

　

今
春
、高
校
入
学
一
期
生
が
卒
業
し
た
が
、

そ
の
進
路
は
修
了
論
文
の
テ
ー
マ
と
リ
ン
ク
し

て
い
る
ケ
ー
ス
が
多
く
見
ら
れ
る
。
例
え
ば
、エ

ネ
ル
ギ
ー
や
環
境
問
題
に
興
味
が
あ
っ
て
洋
上

風
力
発
電
の
可
能
性
に
関
す
る
論
文
を
執
筆

し
た
生
徒
は
、九
州
大
学
工
学
部
へ
。
認
知
症

の
改
善
に
関
す
る
論
文
を
執
筆
し
た
生
徒
は
、

島
根
大
学
医
学
部
へ
進
学
し
た
。

　

将
来
を
考
え
る
機
会
は「
探
究
基
礎
」以
外

に
も
充
実
し
て
い
る
。
高
校
1
年
を
対
象
に
、

自
分
自
身
の
コ
ア
を
形
成
し
て
い
る
興
味
・
能

力
・
価
値
観
に
つ
い
て
考
え
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

を
実
施
。
世
界
で
活
躍
す
る
講
師
に
よ
る
講

演
会
も
年
数
回
開
催
し
て
い
る
。

　
一
方
で
、大
学
入
試
対
策
も
お
ろ
そ
か
に
は

し
て
い
な
い
。
同
じ
学
校
法
人
が
運
営
す
る
予

備
校
と
の
連
携
に
よ
り
、放
課
後
に
さ
ま
ざ
ま

な
学
習
サ
ポ
ー
ト
を
実
施
。
ま
た
、高
校
２
年

か
ら
は
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
予
備
校
連
携
授
業
を

取
り
入
れ
、高
校
３
年
に
な
る
と
そ
の
割
合
を

約
６
割
に
増
や
し
、実
践
的
な
大
学
入
試
対

策
を
行
っ
て
い
る
。

 

「
高
校
２
年
ま
で
の
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
で
目

標
を
も
つ
生
徒
は
多
く
、高
校
３
年
は
目
標
達

成
の
た
め
に
が
ん
ば
る
時
期
と
い
う
の
は
わ
か

っ
て
い
て
、切
り
替
え
て
勉
強
し
て
い
ま
す
」（
横

井
校
長
）

　

最
近
は
海
外
大
学
へ
の
進
学
を
考
え
る
生

徒
も
出
始
め
た
。
従
来
か
ら
力
を
入
れ
て
き
た

英
語
４
技
能
の
習
得
や
グ
ロ
ー
バ
ル
教
育
の
ほ

か
、名
門
海
外
大
学
生
と
議
論
を
行
う
イ
ン
グ

リ
ッ
シ
ュ
キ
ャ
ン
プ
や
、海
外
大
学
進
学
セ
ミ
ナ

ー
も
実
施
。
今
後
は
全
員
参
加
の
海
外
短
期

研
修
旅
行
も
行
う
予
定
だ
。

　

初
の
卒
業
生
14
人
は
、京
都
大
学
や
九
州

大
学
、鳥
取
大
学
な
ど
、難
関
大
学
を
含
む
さ

ま
ざ
ま
な
道
に
進
ん
だ
。
横
井
校
長
は「
期
待

以
上
の
成
長
を
遂
げ
て
く
れ
た
」と
生
徒
の
努

力
を
称
え
る
。

 

「
常
識
や
ル
ー
ル
に
と
ら
わ
れ
な
い
発
想
の
で

き
る
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
人
材
は
、周
囲
を
巻
き

込
ん
で
社
会
に
大
き
な
う
ね
り
を
起
こ
し
て
い

く
で
し
ょ
う
。
卒
業
生
が
将
来
、そ
ん
な
動
き

の
核
と
な
っ
て
活
躍
し
て
く
れ
る
こ
と
を
期
待

し
て
い
ま
す
」（
横
井
校
長
）

●

　

開
校
か
ら
3
年
余
り
。
地
元
の
理
解
や
生

徒
募
集
、教
員
採
用
な
ど
、ま
だ
課
題
が
少
な

く
な
い
と
い
う
。し
か
し
、従
来
の
枠
組
み
を
打

ち
破
る
よ
う
な
新
し
い
学
校
を
目
指
し
、試
行

錯
誤
し
な
が
ら
積
み
上
げ
て
き
た
こ
と
は
確

実
に
成
果
を
あ
げ
て
い
る
。
今
後
も
、外
部
機

関
と
の
連
携
に
よ
る
探
究
型
学
習
の
評
価
方

法
の
研
究
な
ど
、新
し
い
教
育
方
法
の
開
拓
に

手
を
緩
め
な
い
方
針
だ
。

理事長・校長
横井司朗先生

副校長
織田澤博樹先生

第一期卒業生による「探究基礎」の振り返り
●修了論文テーマ
「児童養護施設での虐待を減らすには」
幼稚園に行けない子どもに目を向けてみようと思い、テーマはすぐ
に決まりました。論文の土台というか、骨組みを創る段階が一番大
変でした。探究を通して知ったことが大学の児童福祉の授業でもよ
く取り上げられているので、つながっていると感じます。
（兵庫教育大学 学校教育学部 初等教育科1年・藤田悠希さん）

●修了論文テーマ
「インドにおけるギリシア人の活動とその影響」
好きな分野をテーマにしたのは面白かったけど、自分の立てた仮説
が当たっていなくてがっかりすることもありました。さらに突き詰めよ
うとすると自分のやりたいこと以外も調べたりしなくてはならなくて
…規定の形には仕上げられたけど、もっと周りに研究を進めていく
ための相談をすればよかったというか、後悔もあります。テーマを切
り替える決断をするべきだったかなとも思っています。
（京都大学 文学部 人文学科１年・東家 健くん）

●修了論文テーマ
「市町村合併は本当に幸せを生むのか」
市町村合併や学校の統廃合のことを知って、自分がどんな形で地
域に関わっていきたいのか、より明確になりました。今はスポーツや
社会福祉を通して地元を盛り上げたいと思い、高齢者施設でのボ
ランティア活動も始めています。
（鳥取大学 地域学部 地域創造コース１年・入江香菜子さん）

修
了
論
文
の
テ
ー
マ
が

進
路
の
方
向
と
リ
ン
ク

キ
ャ
リ
ア
講
座
や
予
備
校
連
携
で

目
標
達
成
を
サ
ポ
ー
ト
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